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ＤＡＳ－ＪＡＰＮ　ＮＥＷＳ  　 第16号：2014.4.1
■世界の認証登録件数
数年間隔でISO本部から世界のISO認証件数が発表されています。（2012年度現在 ISO本部）
	規格の種類
	2012年
	2011からの増加数
	増加率（％）

	ISO9001 （品質）

ISO14001（環境）

ISO27001（情報ｾｷｭﾘﾃｨ）

ISO22000（食品安全）

ISO13485（医療機器）

ISO16949（自動車）

ISO50001（ｴﾈﾙｷﾞｰ）
	1101272

285844

19577

23231

22237

50071

1981
	21625
23887

2222

3880

2388

2559

1522
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9

13
20
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332

	合計
	1504213
	58083
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すべての分野で認証数が増加しており、ISOの認証は順調に伸びていることがわかります。時代背景もあってか、情報セキュリティ、食品安全、エネルギー関連が著しく伸びています。詳細な情報によりますと、エネルギー関連はドイツがダントツであり、国としてエネルギー政策を積極的に勧めていることがわかります。上記規格の認証合計件数のトップを誇るのが中国ですが、なんと品質、環境、食品安全、自動車の４分野でトップになっています。我が国は情報セキュリティ分野でのみトップでした。それにしても中国の取得件数は半端ではありません。が、こんなに取得件数が多くても、周辺国にまで大気汚染などの公害をまきちらしている現状は、まさにシステムが生かされていない証拠ですね。
■パフォーマンスの時代
ISOの規格がここ数年で大幅に改正されます。改正内容が徐々に明らかになりつつありますが、一番大きな改正点は、「パフォーマンス評価」の要求事項です。パフォーマンス、つまりシステムを運用しての実績や効果が今後は問われることになります。従来は要求事項に従いシステムを構築し、その通リに運用していれば特に不適合にはなりませんでした。しかし今後は実績や効果が問われることになりますから、ボヤボヤしてはいられません。ただ漫然とシステムを運用しているだけでは不適合とみなされてしまうでしょう。このパフォーマンス評価が要求事項とされた背景には、「ISOを導入しても役立たない」という世界からの不満がありました。もともと「経営のツール」として誕生した国際規格ですが、その意図もよく理解せず単なるパスポート代わりに使う組織が少なくなく、このような不満につながったのではないかと思われます。それにしても自社がISOをうまく使いこなせずに、ISOは役立たないと決めつけるのは間違いだと思います。もともとこの仕組みは経営のツールですから、パフォーマンスの要求があろうとなかろうと、このシステムの実績や効果を狙うのは当然なことではないでしょうか。
■統合マネジメントシステム

弊機関へご登録いただいている数社の企業は、当初単独のシステムを別々に運用されていましたが、こちらの勧めもあり、複数のシステムを統合して運用する企業に様変わりしました。もともとマネジメントシステムの国際規格ISOは、ひとつの側面で整理したものがほとんどです。「品質」「環境」「情報セキュリティ」などに代表されますが、企業の方は、ひとつの側面で行動しているわけではありません。
日常の業務は、前述の品質、環境、情報セキュリティなどの側面が複雑に絡み合い活動しています。
であれば複数のシステムの場合、品質だの環境だのと、別々の側面でシステムを構築し、運用すること自体馬鹿げています。最近他の審査機関から弊機関へ移行してきたS社は、前の審査機関からはいっさい統合システムの勧めはなかったそうです。推測ですが、統合してしまうとそれに伴い審査料金が安くなってしまう懸念が考えられます。S社は弊機関へ移行後、統合システムを構築し、大いにシステムを役立てています。
ＤＡＳジャパンから
■環境目的と環境目標
ISO14001の「環境目的」と「環境目標」の違いをご理解されていない企業がありましたので、ご説明いたします。環境目的は、中長期的な到達点と理解すればわかりすいと思います。例えば３年後にエネルギーを２０％削減と決め、それに向かってシステムを運用しながらチャレンジするとすれば、ここでの「３年後の２０％削減」が環境目的となります。一方、３年後に２０％削減するためには、１年ごとに目標値を決めてチャレンジしなければ、なかなか達成できません。例えば１年目は８％、２年目は７％、３年目は５％と決めたとすれば、この単年度ごとの数値が「環境目標」となります。一般的に環境目標は、毎年度同じ数値を掲げ直線的に実現しようとするのは無理があります。今まで何の対策をしてこなかったとすれば、初年度は比較的高めの数値が達成できてしまうものです。その後は徐々に工夫しながら３年後の目的の数値を達成するよう努力します。
さて、EMSには環境目的と目標があって、QMSには品質目的がなく品質目標だけなのは何故でしょう？
これは各々の規格の対象である顧客が異なるからです。環境は特定の顧客ではなく顧客を広く捉えることから、ある意味で長期的な観点から取り組む必要がありますが、品質は特定の顧客に対する仕組みですから、長期的な目的は必要ありません。対顧客にのんびりした目的など言い出せませんよね。
■質問事項への対応

先日のK社審査の折、企業側から1枚の「審査時質問事項」が審査側に手渡されました。
そこには、日頃システムを運用しているときに気がついたことが箇条書きにまとめてありました。ISO認証機関として「審査」と「コンサル」は明確に峻別し対応することが義務付けられていますので、期待される回答まで踏み込めないこともあるかもしれませんが、疑問に思ったことを文書にまとめ質問されるのは、前向きでよいことだと思います。審査側としては、すべてのISO要求事項の意図を受審側にわかりやすく説明する義務もありますので、そのことも踏まえ対応いたします。ご遠慮なさらずに。

（編集責任者　萩原由利）
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ＩＳＯ認証機関 ＤＡＳジャパン(株)


代表取締役　萩原睦幸


豊島区東池袋4-27-5　LP池袋903


� HYPERLINK "mailto:info@das-japan.jp" �info@das-japan.jp�


http://www.das-japan.jp








